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	八戸市
	令和8年度

	産後ケア事業
	先輩ママからのメッセージ
	〇八戸市に住所のある生後１年未満の乳児とその母親 〇産後、心身の不調や育児不安等がある方 ※母子ともに医療行為・医療受診が必要な場合や感染症の疑いが 　ある場合は、ご利用になれません。
	利用できる方
	育児相談
	ママのケア
	赤ちゃんのケア
	通所型
	宿泊型
	［1泊2日］
	実施施設
	利用方法

	電話：0178-38-0711
	八戸市保健所　すくすく親子健康課　


	実施施設名 住所・電話番号

	き⼦キッズ助産院
	住所：下⻑6丁⽬2-19
	電話：0178-29-1117

	苫⽶地レディース クリニック
	住所：沢⾥字下沢内 36−1
	電話：0178-47-5651
	利⽤ 期間
	産後 1年未満
	産後 4か⽉ 未満
	宿泊型 (利用時間）
	1泊2⽇  10時〜翌⽇10時
	通所型 （コース：利用時間）
	１⽇：9時30分〜15時30分 半⽇：9時30分〜12時30分
	または
	13時〜16時

	⼋⼾市⽴市⺠病院
	住所：⽥向3丁⽬1-1
	電話：0178-72-5111
	産後 4か⽉ 未満
	1泊2⽇  9時〜翌⽇9時

	⼋⼾クリニック
	住所：柏崎1丁⽬8-32
	電話：0178-22-7725
	産後 4か⽉ 未満
	１⽇：9時〜15時 半⽇：9時〜12時 
	１⽇：9時〜15時  半⽇：9時〜12時または13時〜16時
	１⽇：9時〜15時 半⽇：9時〜12時または13時～16時
	①利⽤回数は宿泊型は1泊2⽇を1回とし、最⼤3回まで、通所型は半⽇  または1⽇を1回とし、最⼤5回までの利⽤、宿泊型と通所型を通算  して5回までの利⽤となります。 　（※双子の場合、 宿泊型または通所型を1回追加できます。） ②各施設の状況等により希望の⽇時に添えない場合があります。 ③産後ケア事業の利⽤決定後に利⽤⽇の変更または中⽌する場合は、  利⽤⽇前⽇の正午までに、初回はすくすく親子健康課、２回目以降は実 　施施設に連絡してください。利⽤の有無にかかわらずキャンセル料が⽣ 　じる場合がありますのでご了承ください。 ④利用上限を超えた方については、超えた分の料金（委託料＋利用料金） 　を全額自己負担していただきますのでご了承ください。 ⑤予約について、予約枠に制限がありますので、1施設での複数の予約や 　2施設以上を同時に予約することはご遠慮ください。 ⑥産後ケアと同日に健診や病院受診を利用しないようにお願いします。 ⑦産後ケア利用中は、外出できませんのでご注意ください。 ※なお、各施設ごとの注意事項がありますので、予約時に説明します。

	注意事項


